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成 果 の 概 要

各中学校において、小学校外国語活動と中学校英語との滑らかな接続の在り方が強く求めら

れていることと、高等学校進学を見据えた「力をつける英語指導」が不可欠となっている状況

において、本校における「小学校及び高等学校との連携」「ネイティヴの活用」などによる中

学校ならではの「生きた英語」指導の効果的な実践は、生徒や保護者はもとより、教職員や隣

接する附属旭川小学校にとっても大きな成果をもたらした。

とりわけ、ネイティヴ・スピーカーを最大限に活用した「生きた英語」指導の効果的な取組

と、滑らかな接続のための小学校とのより一層の連携に基づく教科経営については、大学と附

属学校とが共同で進める小学校英語プロジェクト研究推進にも大いに役立っている状況がある。

小学校英語プロジェクトに所属している２名の英語教諭と時間講師１名の計３名体制によっ

て、各学級、年２０時間ＡＬＴを活用した実践的な取組においては、附属ならではの「小・中

９年英語」体制の確立及び「力をつける中学校英語指導」の充実をねらいとして実践してきて

おり、小学校英語の教科化に向けた先行的な取組として今後も大いに期待できるものと手応え

を感じているところである。

成 果 の 公 表 の 状 況

○ 小学校英語プロジェクトの研究成果報告参照

○ 地域及び保護者向けの学校だよりに実績紹介

教育現場で活用可能な分野等

○ 小学校外国語活動と中学校英語との滑らかな接続の在り方に係る効果的な実践

○ 高等学校進学を見据えた「力をつける英語指導」の実際

○ 「小学校及び高等学校との連携」を見据えた「ネイティヴの効果的な活用」及び「生き

た英語」指導の効果的な実践

配付可能な ○ 小学校英語プロジェクトの研究成果報告参照

資料の有無

ダウンロード ○ 小学校英語プロジェクトの研究成果報告参照

可能な
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